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１．重点事業 

◆東日本大震災への対応について 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に対して、同窓会ホームページや Twitter等を介した安否情報

確認の呼びかけを行うと共に、同窓会として日本赤十字社に１００万円の義援金を寄付させて頂きました。今後

も引き続き、同窓会としての支援のあり方を検討して頂ければと思っています。また、北海道工業大学の平成２

３年度新入生の中で被災された方に対しては、大学の基準に合わせて同窓会費の納入を免除させて頂く処置を取

らせて頂きました。この処置につきましては、平成２４年度も引き続き行う予定でおります。 

◆同窓会設立４０周年記念事業と苫米地学長就任祝賀会 

 同窓会設立４０周年を記念して図書カードを作成しました。また、苫米地学長就任をお祝いする催しとして、

総会時に記念講演会および祝賀会を催しました。さらに、各支部等で実施された苫米地学長就任祝賀会等に対し

て開催費の一部を助成させて頂きました。 

◆支部総会等への教員派遣について 

 平成２２年度に引き続き平成２３年度の「定期懇談会」の成果として、支部主催の周年行事や総会等に教員を

派遣する際の費用を大学で負担して頂くことに関して、人数制限はあるものの、昨年度以上にその枠を拡大して

頂くことができました。 

◆在学生対する同窓会の意識付けについて 

 在学生の同窓会への意識を少しでも高めるため、昨年に引き続き「ロゴ＆キャラクターコンペ」を開催しまし

た。また、体育祭や卒業祝賀会において同窓会の冠をつけた賞を出していただくなど、「同窓会」の名が在学生

の耳に入る機会を少しでも多くなるように努力しました。学生活動助成金の申請も例年通り募集を行い、協学会

を含む１０団体に助成金を支給しました。さらに、突発的に硬式庭球部からガット張り機の故障に伴う助成申請

が提出されたことから、卒業後に同窓会活動に積極的に参加することを条件に助成金を支給させて頂きました。 

 ◆新規卒業生に対する同窓会の意識付けについて 

 

 新規卒業生に対して同窓会に対する意識付けを高くすることを目的の一つとして、卒業記念品として同窓会を

紹介するｐｄｆファイルを保存したＵＳＢ、メモリを昨年に引き続き贈呈することにしました。また、卒業後に

住所を同窓会に登録することで５００円分の図書カードを贈呈する仕組みを新規にスタートさせましたが、思わ

ぬ弊害もあり、同窓生データの精度向上を達成するまでにはいたりませんでした。 

 ◆経費削減について 

 

 平成２２年度に引き続き経費の削減を念頭において事業を進めてきました。その結果、平成２３年度も単年度

決算として見た時に赤字になることを免れることができました。 

 ◆その他 

 

 年度初めに予定していた、支部サミット、学園内設置校同窓会協議会は実施することができませんでした。次

年度に向けて実施することを継続して検討して頂ければと思います。 

 

２．年間の行事・業務 

 平成 22年度の具体的な行事・業務の内容は次の通りで 

 


